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田中康夫の

119

「
緊
縮
財
政
VS
積
極
財
政
」。
使
い
古

さ
れ
た
惹
句
を
用
い
た
不
毛
な
甲こ
う

論ろ
ん

乙お
つ

駁ば
く

が
続
く
斜
陽
国
家
ニ
ッ
ポ
ン
。

　

然さ

り
と
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
印
象
を
与

え
る
前
者
を
「
節
約
」、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ

法
に
基
づ
く
民
選
知
事
が
53
年
間
で
僅

か
３
名
だ
っ
た
信
州
・
長
野
県
で
県
知

事
に
就
任
し
た
僕
は
、
当
時
の
出
納
長

か
ら
、
１
日
の
利
子
支
払
額
が
１
億
４

８
１
３
万
円
に
達
し
、
公
債
費
負
担
比

率
　
実
質
公
債
費
比
率
は
全
国
ワ
ー
ス

ト
２
位
と
の
説
明
を
受
け
ま
す
。

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
が
１
９
８
５
年
に

打
ち
出
し
た
五
輪
招
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
〝
功
を
奏
し
〞、
僕
の
就
任
２
年
半

前
に
開
催
の
第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬

季
競
技
大
会
に
伴
う
公
共
投
資
〝
宴
の

後
〞
も
遠
因
と
の
「
弁
明
」
も
含
め
て
。

夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る

７
年
前
の
〝
逸
話
〞
で
す
。

「
独
善
的
で
稚
拙
と
も
い
え
る
政
治
手

法
に
よ
り
県
政
の
停
滞
と
混
乱
を
招

き
」
と
断
罪
の
不
信
任
決
議
（
賛
成
44

人
・
反
対
５
人
、
欠
席
11
人
）
を
挟
ん

で
在
任
６
年
間
、
47
都
道
府
県
で
唯
一
、

債
務
残
高
＝
借
金
を
計
１
３
０
１
億
円

減
少
さ
せ
、
基プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

礎
的
財
政
収
支
も
同
じ

く
唯
一
、
７
年
度
連
続
で
黒
字
化
。
１

日
当
た
り
の
利
子
支
払
額
も
３
２
９
９

万
円
削
減
。
就
任
か
ら
５
ヶ
月
後
の
平

成
11
年
度
の
県
債
残
高
１
兆
６
３
９
１

億
円
は
、
２
０
０
６
年
８
月
31
日
の
退

任
か
ら
７
ヶ
月
後
の
平
成
18
年
度
末
に

は
１
兆
５
０
９
０
億
円
へ
と
減
少
。

　

実
は
王
道
も
覇
道
も
魔
法
も
存
在
せ

ず
。
事
業
予
算
が
削
減
さ
れ
る
と
規
模

も
箇
所
も
縮
小
し
て
し
ま
う
短
絡
的
な

官
公
庁
の
発
想
か
ら
、
切
磋
琢
磨
で
単

価
を
下
げ
て
規
模
と
箇
所
を
維
持
す
る

発
想
へ
と
改
め
る
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
公
明
正
大
な
一
般
競
争
入
札
を
、

「
地
域
で
出
来
る
事
は
地
域
で
」
の
理

念
の
下
に
実
践
し
た
ま
で
で
す
。

　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
県
道
の
維
持
修
繕
。

東
京
に
本
社
を
構
え
る
道
路
舗
装
会
社

の
孫
請
け
に
甘
ん
じ
て
い
た
地
元
業
者

も
応
札
可
能
と
な
り
、
明
ら
か
に
談
合

が
疑
わ
れ
る
97
％
以
上
だ
っ
た
平
均
落

札
率
は
全
国
で
最
も
低
い
70
％
台
後
半

へ
。
即
ち
１
箇
所
１
０
０
万
円
要
し
て

い
た
随
意
契
約
や
指
名
入
札
の
事
業
が

８
掛
け
の
１
箇
所
80
万
円
で
実
施
可
能

に
。
採
算
割
れ
低
価
格
入
札
を
疑
っ
た

記
者
ク
ラ
ブ
媒
体
が
業
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
敢
行
す
る
も
、「
脱
・
中
抜
き
発

注
」
入
札
改
革
の
成
果
と
総
じ
て
回
答
。

記
事
化
出
来
ず
に
終
了
。

　

他
方
で
〝
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
〞
の

結
果
を
生
ま
ぬ
よ
う
品
質
検
査
業
務
を

担
う
部
局
横
断
チ
ー
ム
を
土
木
部
・
農

政
部
の
老
練
な
技
術
系
職
員
で
創
設
。

す
る
と
落
札
率
の
「
低
さ
」
は
４
位
へ

と
〝
転
落
〞。
前
述
の
媒
体
が
「
長
野

県
の
落
札
率
ダ
ウ
ン
」
と
報
じ
る
意
趣

返
し
も
生
じ
ま
し
た
。

　

手
厚
い
補
助
が
中
央
政
府
か
ら
得
ら

れ
る
道
路
建
設
時
と
異
な
り
日
本
で
は
、

維
持
修
繕
費
は
全
額
地
元
負
担
。
詰
ま

り
使
途
限
定
の
補
助
金
に
非
ず
。
斯か

く

て
生
ま
れ
た
入
札
差
金
を
、
人
が
人
の

お
世
話
を
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
福

祉
・
医
療
・
教
育
・
環
境
・
観
光
等
の

分
野
に
傾
注
投
資
。
全
国
で
最
初
に
小

学
校
全
学
年
で
30
人
学
級
導
入
の
原
資

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今き
ょ
う
び

日
日
の
経
済
状
況
と
些
か
異
な
る

と
は
言
え
、
最
終
年
度
に
実
質
経
済
成

長
率
５
％
を
達
成
し
た
の
も
、
手
前
味

噌
な
が
ら
も
県
民
の
理
解
と
職
員
の
協

力
を
得
て
〝
弛た
ゆ

ま
ず
・
怯ひ
る

ま
ず
・
屈
せ

ず
〞「
造
る
か
ら
治
す
、
護
る
、
そ
し

て
創
る
へ
と
発
想
と
選
択
を
変
え
、
仕

組
を
変
え
る
」
施
策
を
行
っ
た
か
ら
。

　

と
少
な
か
ら
ず
自
負
し
て
い
た
の
で

す
が
、
国
政
に
転
じ
た
２
０
０
７
年
晩

秋
、
中
央
区
築
地
に
本
社
を
構
え
る
媒

体
の
論
説
委
員
は
僕
に
、
国
防
を
担
当

せ
ぬ
自
治
体
と
国
の
財
政
再
建
を
同
じ

土
俵
で
語
る
の
は
無
謀
だ
と
諫か
ん
げ
ん言
し
ま

す
。
再
選
の
２
０
０
２
年
９
月
に
「
お

と
も
だ
ち
を
増
や
そ
う
」
と
、
敗
退
の

２
０
０
６
年
９
月
に
は
「
大
人
に
な
れ

な
か
っ
た
知
事
」
と
社
説
に
見
出
し
を

冠
し
て
〝
激
励
〞
し
て
下
さ
っ
た
の
と

合
わ
せ
て
改
め
て
想
起
。
ニ
ャ
ハ
ハ
。

　

な
後
者
を
「
放
漫
」
と
言
い
換
え
れ
ば

万
事
解
決
な
筈
も
な
く
、
然さ

す
れ
ば

我
々
は
「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
の
原

点
に
立
ち
返
る
べ
き
で
す
。

　

２
０
０
０
年
10
月
26
日
、
地
方
自
治

★
次
号
１
月
号
の
発
行
日
は
12
月
28
日（
木
）で
す
。

増税なき財政再建

≒


